
第５回 一宮西部地区
かわまちづくり協議会

• 日時 ２０２６年２月１８日（水）１４:００～
• 場所 一宮市役所 １１０１会議室
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【第１部】
１．開会
２．議事
（１）規約の一部変更について
（２）かわまちづくり計画について（2025年8月1日登録）

・一宮西部地区かわまちづくり
・木曽川中流域自転車で繋ぐかわまちづくり

（３）今後の取組について
・スケジュールなど
・官民連携事業に関する進捗状況について

（４）西中野渡船イベントの案内
３．閉会
【第２部】
１．名古屋市立大学学生による

「かわまちづくり」をテーマにした発表
２．写真撮影

議事次第
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議事

（１）規約の一部変更について
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（１）規約の一部変更について
当初 変更（案）

※赤字は変更箇所を示す
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議事

（２）かわまちづくり計画について
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（１）かわまちづくり計画について
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（１）かわまちづくり計画について

○「一宮西部地区かわまちづくり計画」および「木曽川中流域自転車で繋ぐかわまちづくり
計画」は、令和７年８月１日に登録された。

一宮西部地区かわまちづくり計画

○令和7年10月9日に登録証伝達式を開催。

木曽川中流域自転車で繋ぐかわまちづくり計画

○令和7年11月19日に登録証伝達式を開催。

稲本参事･中野市長･髙畑河川部長･齋藤事務所長
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（１）かわまちづくり計画について

かわまちづくり対象地域
③取り付け部整備

②サイクリングロードの整備

水辺拠点
（冨田山公園）

水辺拠点の整備 一宮西部地区かわまちづくり計画（一宮市単独）
サイクリングロードの整備 木曽川中流域自転車で繋ぐかわまちづくり計画（12市町）

登録内容

①サイクリングロードの整備

連携

冨田山公園～稲沢市境 約2.8㎞

木曽川町里小牧 約1.6km

木曽川橋接続部②

③

①
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（１）かわまちづくり計画について

堤防上スペース
（裏腹付け盛土）

親水護岸

官民連携エリア

張芝

歩道

植樹

階段

WC改修

新規遊歩道

木曽川

ベンチ

生物の生息場保全

既設階段拡幅

減速表示

ウッドデッキ

フォトスポット

一宮市国土交通省

坂路

サイクルスタンドと案内板

環境学習

ハード施策の整備イメージ

親水護岸の整備イメージ サイクルスタンドの設置イメージ 堤防上でキッチンカー営業
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（１）かわまちづくり計画について

指標 現状値 目標値 測定方法等

対象地域への来訪者数 199,000人
（2020年度）

239,000人
（2030年度）

UP

水辺の国勢調査による木曽川左岸31.0～33.0kの利用者
から設定する。冨田山公園と一体となったかわまちの整
備により、日常利用及び公園から河川への移動が増え、
散策等の利用者が2倍になると設定する。
訪問頻度は市民アンケートより設定した。

一宮市民が冨田山公園
と周辺の水辺を楽しい
と考える割合

10％
（2024年）

20％
（2030年）
40％
（2037年）

UP

一宮市民対象のアンケートから、冨田山公園と周辺の水
辺が楽しいと考える割合を現況の10％から20％に増やす
ことを目標とする。
20％の設定は近年整備された河川を活かした大野極楽寺
公園に対する市民の認知度を目標として設定する。

定量的目標とハード・ソフトの施策目標
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議事

（３）今後の取組について
スケジュールなど
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（３）今後の取組について

年度 2026 2027 2028 2029 2030

一
宮
西
部
地
区

か
わ
ま
ち
づ
く
り

かわまちづくり
協議会

一宮市
（水辺拠点）

国土交通省
（水辺拠点）

木
曽
川
中
流
域

自
転
車
で
繋
ぐ

か
わ
ま
ち
づ
く
り

①冨田山公園～
稲沢市境

②木曽川町
里小牧

③木曽川橋
接続部

１.スケジュール

親水護岸

測量 詳細設計 整備

・都市・地域再生等利用区域指定の検討
・社会実験・イベント等の企画運営

坂路２箇所・サイクリングロードL=約2.8㎞

サイクリングロードL=約30m

サイクリングロードL=約1.6㎞

例 芝生広場・遊歩道・ドッグラン・既設階段の拡幅

※階段護岸
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（３）今後の取組について

都市・地域再生等利用区域とは

河川管理者が河川敷地をカフェやイベントスペースとして、民間事業者が営利目的で
利用できるように指定したエリアのことを指します。
一定の要件を満たす場合、営業活動を行う事業者なども、河川敷地の利用が可能とな

りました。これを『河川空間のオープン化』と言います。

※令和7年7月 河川空間のオープン化活用事例集より抜粋

堤防上でキッチンカー営業

イベントの実施
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（３）今後の取組について

都市・地域再生等利用区域とは

※かわまちづくり計画策定の手引きより抜粋
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（３）今後の取組について

○北方広場にトレーラーハウスを設置

木曽川堤駅

北方広場

目的 サイクリングロードの利用促進及び
賑わい創出のため

2026年度には、トレーラーハウスを活用し
た社会実験・イベント企画などを予定

木曽川を訪れるサイクリストのための休憩
ポイントとしても期待される

※設置イメージ図
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